
県北地帯産米における着色粒の発生実態と対応策        i

(農試 県 北分場 環 境部 技 術部)

1 背 景とねらい

県北地帯産米の 1等 米比率は低位にあるが、現在の米情勢のなかで玄米の外観品質は食味と並ん

で非常に重要な要素となっていることから、玄米品質の向上が緊急の課題となっている。

県北地帯産米における品位格付理由は、青未熟粒 ・着色粒が大半を占めるが、県中南部地帯産米

に比較 し着色粒の発生が多 く、県北地帯産米の恒常的な問題となっている。

そのため、着色粒発生対策として平成2年 度から県北地帯産米の品質低下要因の解明と品質向上

技術の組立 ・実証試験を実施 し、平成 4年 度にはその成果を基に指導上の参考資料に供 しているが、

今回、更に平成5年 ～平成 7年 に実施 した組立 ・実証試験の結果を合わせ既知見を整理 したので指

導上の参考事項に供する。

2 技 術の内容

(1)県 北部地常産米の品質実態と着色粒の発生実態

ァ 平 成6年から過去12年間の県北地帯産米の検査等級の構成を見ると平成6年を除き1等米比率は

50%前後からそれ以下と低い。また、1等米比率は同一年次では沿岸部で低く、内陸部で高い傾

向がみ られる。

イ 主 な格付理由は青未熟 (平成2年より整粒不足に合まれる)と着色粒であり、複合で発生が見 ら

れる。

ウ 平 成5年を除く過去10年間(昭和59～平成6年)の出穂期から成熱期の日別平均気温と着色粒発

生度の関係をみると、着色粒の多発年次には以下のような特徴がある。

(ア)出穂遠1廷,こより登熱期間の日平均気温低い。未熱粒・着色粒とも発生が多い。

(昭和6r・63年)

(イ)出穂・開花後の低温少照、障害不稔の多発(平成3年)。着色粒の発生が多い。

(昭和62・平成3年)

工 県 北地帯産米の着色粒の大半は背黒米が しめる。また、紅変米の発生もみられ、紅変米は少

発であっても品質低下の大きな要因となる。

オ 県 北部における着色粒の主たる関与菌はルたθccど″力rp」rascθ力sと推察される。

力 割 籾の発生が多 くなると、着色粒の発生が増加する傾向がみとめられる。なお、障害不稔の

発生が多い年には割籾の発生が多くなる傾向がみとめられる。
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(2)着 色粒の発生抑制 ・防除のための栽培管理方法

期時

(管理方法) 着色粒の発生要因 具体的対応策

移植～出穂

(畦畔除草)

着色粒の関与菌 (抑メθθβθど″β″″~

2勉Sθθ'S)は畦畔の枯草等で腐生的

に生活 してお り、胞子は開花時に頴

内に進入すると

また、褐変籾の原因となる。

畦畔雑草はまめに刈取り、速やかに固場

外へ数出処分する。

幼穂形成期

減数分裂期

(低温時深

水管理)

割籾の発生は、関与菌の玄米への

進入 ・増殖を助長 し、着色粒 ・茶米

の多発原因となる。

割概は減数分裂期の低温による籾

の発育不良、及び障害不稔により減

少 した稔実籾への養分供給の集中に

より発生が助長される。

減数分裂期に低温が予想される場合は、

幼穂形成期か ら減数分裂期にかけての深水

管理を徹底 し、籾の発育促進に努め るとと

もに、障害不稔の発生を抑制する。

出穂開花期

(薬剤防除)

減数分裂期に低温に遭遇 した場合

には割籾の発生が懸念される。また

、出穂 ・開花期の低温は閉頴不良の

原因となる。

出穂開花期及びその後の低温降雨

は頴内での関与菌の定着、玄米への

進入を助長す る。

減数分裂期に障害不稔が発生するような

低温に遭遇 した場合、または、出穂開花期

以降に低温降雨が予想されるような場合に

は、防除基準掲載の紅変米対象薬剤を穂い

もち病防除を兼ねて散布する。

成 熱  期

(稲メけり)

障害不稔の発生が 30%以 上あ

る場合には、通常より早期か ら着

色粒の発生がみ られる。また、褐

変籾が多いほど着色粒が多発す る

障害不稔が 30%未 満の場合で

も着色粒の発生は刈取 りが遅 くな

るほど増える傾向がみ られる。

障害不稔の発生が30 %以上ある場合や褐

変親が多発 した場合は、昭和56年参考事項

「異常気象年における水稲刈取時期 と品質」

により刈取 りを行う。

また、障害不稔の発生が30 %未満の場合

は各品種の登熟積算気温を参考に登熟状況

を観察 しなが ら適期刈取 りを励行する。

乾燥 ・収納

(自然乾燥)

自然乾燥 (はせ掛け等)は、期間

が長 くなほど着色粒の発生が増え

る傾向がみ られる。

自然乾燥を行う場合は2週 間を限度と

し、乾燥不良の場合は乾燥機による仕上

げ乾燥を実施する。

調 製

(玄米選別)

奇形米に発生する着色粒は粒厚分

布 19皿m以下のものがほとんどであ

る。

ライスグ レーダーの節 目1 9 m m ( Lし)の

使用を徹底する。

※着色粒が多発 した場合は←全 自動色彩

選別機の使用を検討する。

3‐ 指導上の留意事項

ア 農 産物検査法の規定(食糧事務所による検査)による着色粒は全面着色(ヤケ米・虫害・病害。その

他全面着色粒)・部分着色(ヤケ米・虫害:病害。その他部分着色粒)・赤米等(有色米)であり、茶米は

被害粒扱いであるとここでは主に糸状菌(抑メθθθθど″β″rpどr2sθθ″S)が開与 して発生する全面着色
・部分着色(背黒米・紅変米等)及び茶米を対象とし着色粒とした。

イ 茶 米は抑rθθcc″″p口″2r2sθθβsによるもの以外にも、いもち病・ごま棄枯病等でも発生がみ られ
るので、病害虫防除基準によりこれら病害の防除も徹底する。    ‐

ウ 豊 作年で出穂期から成熱期の日平均気温が高い年でも、品位格付け理由にしめる着色粒の比率
は高いので、適期メJ取・収納を徹底する。

4.試 験成績の概要 (省略)
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